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1. 研究背景と目的 

現在、消費者の購買行動はモノ消費からコト消費に変化

し、その代表例である観光業界の市場規模は拡大している

[1]。そこで観光地や旅行代理店では、観光マーケティング

に取り組み、さらなる観光客獲得のために観光ニーズに寄

り添った観光プランの提案が必要とされている。そのため

には、どのような観光客が、どのような観光行動をとって

いるかといった構造を把握する必要がある。ここで、どの

ような観光客が存在するか検討するためには、年齢や性別

といったデモグラフィック属性の把握だけでは不十分で

ある。より詳細に観光客を理解するために性格や価値観と

いった心理的属性を把握する必要がある。また、観光行動

の構造に関して野守ら[2]が観光テーマ（観光動機や目的）

と選択観光地の関係を検証している。そこでは、観光客が

持つ観光テーマによって選択される観光地が異なること

を示している。このことから、観光行動は目的である「観

光テーマ」と、それに対する行動である「観光地選択」の

二つで構成されると考えられる。以上をまとめると、把握

するべき構造は、どのような心理的属性を持つ観光客が、

どのような観光テーマを持ち、どの観光地を選択している

かという構造である。 

上記構造を把握するにあたって、選択観光地は外形的に

明らかである。一方で、心理的属性と観光テーマは本人の

内面にあり、本人が明らかにしない限り把握が困難である。

しかし、現在では観光客が口コミ・SNS 上に投稿を行う

ため、この投稿からそうした内面的情報を得られる可能性

がある。これに関して、観光テーマは野守ら[2]が口コミデ

ータを用いてこれを把握する研究を行っている。一方で、

心理的属性を把握する研究は見られない。というのも、口

コミ・SNS 投稿に観光客の性格や価値観が直接書かれる

ことが少ないことや、分析のために一人の複数投稿が必要

であることが理由として挙げられる。しかし、Engelら[3]

の研究よれば心理的属性は観光スタイルという観光行動

タイプに集約できると考えられ、観光スタイルであれば口

コミ・SNSデータから得られる可能性がある。 

上記背景を基に本研究の目的を述べる。観光地や旅行代

理店が観光マーケティングを行うためには、心理的属性、

観光テーマ、選択観光地の因果関係を把握する必要がある。

しかし、口コミ・SNS データから直接心理的属性を把握

することは困難である。そこで本研究は心理的属性に起因

する観光スタイルの把握を試みる。すなわち本研究では口

コミデータから観光スタイル、観光テーマの抽出を行った

上で、これらと観光地選択の 3 者の因果関係を分析する。

これによって、観光客の詳細理解と、効果的な観光プラン

の策定に貢献することを本研究の目的とする。なお本研究

は、観光サイトとして著名であり口コミが豊富に集まる株

式会社リクルートが運営する「じゃらん」[4]の口コミデー

タを扱う。 

2. 従来研究と本研究の特徴 

2.1. アンケートを用いた従来研究 

観光マーケティングに関してアンケートを用いた従来

研究について述べる。石井ら[5]は、アンケート調査結果か

ら有効な知見を導き出すための手法を提案している。具体

的には、アンケート結果の分析に従来の基礎統計分析に加

えて、テキストマイニング手法を適用している。これによ

って、調査項目間の関係性を可視化し、従来では得られな

かった観光ニーズの把握に貢献している。また原田[6]は、

内面的要因である「心理的属性」、「観光動機」を含めた観

光ニーズを把握するための包括的仮説モデルを構築して、

アンケート調査と統計的分析によって実証している。この

ように、アンケートを用いた観光ニーズ・観光客理解に関

する研究は多数行われている。その中で、心理的属性を用

いてより詳細にそれらを捉えようとする取り組みは一般

的になってきている。 

2.2. 口コミ・SNSを用いた従来研究 

観光マーケティングに関して口コミ・SNS を用いた研

究について述べる。竹岡[7]は口コミデータからテキスト

マイニングによって抽出された消費者の体験と、施設の来

場者数、延床面積などの外形的データを総合的に分析し、

観光施設の特徴を可視化している。また、野守ら[2]は口コ

ミデータから観光客が話題にする観光テーマを抽出し、そ

のテーマを用いて観光地の特徴を定量的に評価している。

このように、観光地の特徴を定量的に評価、可視化する研

究は多数行われている。一方で、投稿者自身の理解や、心

理的属性を把握するといった試みは見られない。 

2.3. 本研究の特徴 

上記の従来研究を見ると、アンケートを用いた観光客の

心理的属性の把握や観光ニーズの抽出といった試みは行

われている。しかし、口コミ・SNS 投稿データを用いた

同様の研究は見られない。これに対して本研究は、口コミ

データの分析によって、心理的属性に起因する観光スタイ

ルを網羅的に捉え、これと観光行動との関係を明らかにす

る。これによって、口コミデータを用いた観光客の詳細理

解と観光ニーズの抽出に貢献する。 



 

 

3. 本研究の提案 

3.1. 研究対象エリアと観光地の決定 

研究対象とする場所の選択に関して述べる。本研究対象

地に対する分析実行条件として、①口コミの数が一定数必

要、②多くの種類・ジャンルの観光資源を持つこと、以上

の 2つが考えられる。これに対して、北海道は魅力度が高

く、季節を問わず観光客を集めており、口コミが豊富に集

まる。また、自然、建造物、アクティビティなど豊富な種

類の観光資源を有している。よって、研究対象エリアは北

海道とする。次に、具体的な選択先となる観光地に関して

述べる。まず「じゃらん」サイト内で使用されている観光

地ジャンルを 6つのグループにまとめ、それに北海道の観

光地を当てはめた。その結果が表 1である。ここで、表 1

の「食事・買物場所の選択」、「宿泊先の選択」は観光地先

での意思決定である。そのため、訪問する観光地の選択と

は選択要因が異なると考えられる。また、従来研究でもこ

れらを同様に扱っていない。よって、「買物・グルメ」、「温

泉・宿泊施設」グループは研究対象から外す。そして、残

ったグループで口コミ数が上位 2 位の観光地を研究対象

とする。ここで、アクティビティの「旭山動物園」、「円山

動物園」は非常に似通ったものであるため、片方の「旭山

動物園」のみを研究対象とする。以上によって「函館山」、

「青い池」、「小樽運河」、「大通公園」、「旭山動物園」、「北

海道神宮」、「博物館網走監獄」を選択する。 

3.2. 観光スタイルという概念とその抽出方法 

一般生活において、Engel ら[3]は心理的属性がライフ

スタイルという行動様式、傾向に集約されることを立証し

ている。このことから観光では、心理的属性に起因する観

光スタイルという観光行動タイプが現れると考えられる。

観光スタイルという言葉の定義は、「観光地においてどの

ように過ごすか」とする。では具体的にどのような観光ス

タイルが存在するか様々な文献を基に考察すると、①「能

動的⇔受動的」、②「個人行動⇔団体行動」、③「計画的な

行動⇔その場その場で行動」、④「人と違う行動⇔人と同

じ行動」、⑤「楽しさを追及⇔自己成長など行動に意味を

追求」、⑥「その他（観光の中で気にする点）」、以上の 6つ

の軸で観光スタイルが構成されると考えられる。ここで、

観光スタイルの違いによって気になる点や、心を揺さぶら

れる点が異なるため、口コミ投稿時に着目・言及する点が

異なることが考えられる。よって、その違いを探求するこ

とで口コミから観光スタイルを抽出することが可能であ

ることが考えられる。 

3.3. 本研究の提案 

本研究では口コミデータから観光スタイル、観光テーマ

を抽出して、これらと選択観光地の因果関係を検証するこ

とを目的としているが、以下にそのアプローチ方法の全体

像を述べる。まず、研究背景で述べたように口コミデータ

から直接心理的属性を得ることは困難であるので、本研究

では心理的属性に起因する観光スタイルを抽出する。この

抽出には、トピックモデルの一つである LDA手法を用い

る。その際に、3.2項で示した 6つの軸を基に口コミの着

目・言及点を探求することで観光スタイルの抽出を試みる。

次に、野守ら[2]の研究より観光行動は観光テーマと観光 

表 1 北海道の観光地を整理した表 

 

 

図 1 本研究のモデル図 

地選択で構成されると考えられることから、本研究では口

コミ投稿データから観光テーマを LDA手法を用いて抽出

して、観光地選択は外形的データとしてサイト上からデー

タ取得を行う。そして本研究では、観光スタイルが観光テ

ーマの醸成に影響を与え、醸成された観光テーマが観光地

選択に影響を与えると考える。これをモデル図化したもの

が図 1 であり、本研究はこの因果関係の連鎖を検証する。

なお、この検証にはベイジアンネットワークを用いる。 

4. 研究方法 

本研究は、①データの取得と加工、②観光テーマ、観光

スタイルの取得、③モデル図の検証という手順を踏む。以

下にその詳細を述べる。 

4.1. データの取得と加工 

データ取得・加工は次の 3つの手順で行った。まず、「じ

ゃらん」の口コミページより web スクレイピングにより

研究対象とする各観光地に対する口コミをすべて取得し

た。その際に、取得された口コミのうち文字数が 100文字

より少ないものを除外した。その理由は、文字数が過度に

少ない場合、次に行う観光テーマ、観光スタイルの抽出が

できないからである。これは事前にいくつかの投稿を参照

して、100文字程度がそれらを抽出できる限界だと判断し

たことに因る。そしてスクリーニングに残った直近 400件

に口コミを分析データとした。上の手順により、2021 年

10 月 26 日以前の対象観光地の口コミで、7 観光地×400

件の計 2800件の口コミを分析データとした。 

4.2. LDA手法による観光テーマと観光スタイルの抽出 

観光テーマ、観光スタイルの抽出に LDA手法を用いる。

LDA 手法とは、トピックモデルの一つであり、テキスト

データを任意の分類数に定量的に分類することが可能で

ある。ここで、本研究でこの LDA 手法を用いる理由を述

べる。理由は 3つある。1つ目は、教師無しデータのクラ

スタリングが可能なことである。本研究で扱うのは正解情

報（本研究では観光テーマ、観光スタイル）が付与されて

いないテキストデータである。これに対して LDA 手法は

定量的な分類を行うことができる。2つ目は、分類数を指

標に基づいて考察できることである。LDA 手法では

Perplexity( モ デ ル の 予 測 精 度 に 関 す る 指 標 ) と



 

 

Coherence(人による解釈のしやすさ)を用いて、分類数を

考察することが可能である。3つ目は、分類ごとに影響力

の高い単語を見ることによって、分類結果を解釈すること

が可能なことである。以上の理由から LDA手法を用いる

ことを決定した。 

次に具体的な抽出方法を述べる。各要因の抽出には図 2

のアルゴリズムを用いた。概説すると、まず LDA 手法を

トピック数を 2~50で設定して行い、その中で Perplexity

が低く Coherence が高いトピック数の分類を目視する。

その時に、その分類が解釈できれば終了となる。解釈でき

なかった場合は、stopwords(分類で考慮しない単語)に「各

要因に関係ないと考えられる単語」、「複数トピックに出現

する単語」、「極端に出現頻度が高い単語」を追加して最初

に戻る。その時、観光スタイルの抽出時は、1.4項で述べ

た 6 つの軸を基に stopwords の検討を行う。これによっ

て、最終的に観光テーマ、観光スタイルを浮き上がらせる。 

 分析には Python の自然言語処理ライブラリである

gensimの LdaModelを用いた。 

4.3. ベイジアンネットワークによるモデル図の関係分析 

観光スタイルと観光テーマの関係、観光テーマと選択す

る観光地の関係を、事象間の確率的な依存関係から視覚的

にモデルを構築をして確率推論を行うベイジアンネット

ワークにより検討する。モデル構造は、観光スタイルが観

光テーマに影響を与え、観光テーマが選択する観光地に影

響を与えるという階層構造とした。このモデル構築により、

観光地ごとに持たれやすい観光テーマ、観光テーマごとに

持たれやすい観光スタイルを検討し、マーケティング施策

検討に役立つ知見を獲得する。 

分析の際には、分析データをモデルの学習用に 1800件、

検証用に 1000件というように分けて、モデル学習と検証

を行った。そして分析には、株式会社 NTTデータ処理シ

ステムが提供する「BayoLinkS」を用いた。 

5. 研究結果 

5.1. 観光テーマと観光スタイルの抽出結果 

分析で得られた観光テーマ分類結果を表 2、分類結果を

観光地ごとに整理したグラフを図 3 に示す。表 2 のよう

に、本研究では 8 つの観光テーマを抽出することができ

た。また、図 3より観光地ごとに抽出された観光テーマの

割合が異なっている。よって、各観光地で持たれやすい観

光テーマが異なると言える。 

次に分析で得られた観光スタイル分類結果を表 3、分類

結果を観光地ごとに整理したグラフを図 4に示す。表 3の

ように、本研究では 9つの観光スタイルを抽出することが

できた。また、図 4から観光テーマごとに抽出された観光

スタイルの割合が異なっていることがわかる。よって、観

光テーマごとに持たれやすい観光スタイルが異なると言

える。 

5.2. ベイジアンネットワークによる関係分析結果 

上記の抽出結果を基にモデルを構築して学習を行った。

その後、選択観光地を証拠状態として設定した時の観光テ

ーマの出現確率、各観光テーマを証拠状態として設定した

時の観光スタイルの出現確率を計算した。その結果を示し

たのが表 4と表 5である。色がついている部分は、事前確 

   

図 2 観光テーマ(左)、観光スタイル(右)抽出アルゴリズム 

表 2 各分類の関連単語群とそこから命名した観光テーマ 

 
 

 

図 3 観光地ごとに抽出された観光テーマ割合の図 

表 3 各分類の関連単語群とそこから命名した観光スタイル 

 
 

 

図 4 観光テーマごとに抽出された観光スタイル割合の図 



 

 

表 4 観光地が証拠状態時の観光テーマ出現確率 

 

表 5 観光テーマが証拠状態時の観光スタイル出現確率 

 
率からの増加幅が大きいもので、赤色、朱色、緑色の順に

大きい。この表の解釈例として一例を挙げると、表 4から

函館山を選択した人は観光テーマ「夜景」、「風景・写真」、

「散策」を持ちやすく、表 5から観光テーマ「夜景」を持

つ人は観光スタイル「アクセス」、「計画的」、「定められた

ものに従う」を持ちやすいことが言える。 

6. 考察 

6.1. 観光地と観光テーマの関係に関して 

観光テーマの抽出は野守ら[3]が既に行っている部分で

あるため、その結果と本研究で得られた結果を比較する。

まず旭山動物園に対する結果に関して、野守らの研究では

「動物鑑賞」のみが観光テーマとして抽出されていた。し

かし、本研究では旭山動物園に対して「公園で過ごす」テ

ーマが得られた。この結果から、動物園は動物を見るため

だけではなく、公園として利用されてゆっくり時間を過ご

すことも利用動機となることが考えられる。また、大通公

園に関して見ると本研究で新たに「歴史を知る」テーマを

得られた。これは大通公園沿いには歴史的建造物がいくつ

か存在し、それを楽しむ目的が抽出できたと考えられる。

このように、本研究では従来研究では捉えられなかった観

光地に対する観光テーマを得られたと考えられる。 

6.2. 観光テーマと観光スタイル抽出結果に関して 

表 5より観光テーマによって持たれる観光スタイルが 

異なることが言える。なぜそのような結果が現れたのかに

ついて、観光スタイルが「家族を気にする」の時に観光テ

ーマ「公園でゆっくり過ごす」、「歴史を知る」の割合が大

きいことを一例として考察する。家族を気にする人は家族

と一緒の時間を楽しむことや、子供に貴重な経験・体験を

してほしいという思いを持っていると考えられる。よって、

公園でゆっくり家族の時間を作りたいという思いや、歴史

を学べる場所で子供に色々な経験をさせたいという思い

を持っているため、このような結果が得られたと考えられ

る。このように、他の関係性でも同様な考察を行うことが

でき、観光スタイルと観光テーマの因果関係を考察できる。 

6.3. 研究結果より効果的だと考えられる観光地推薦例 

 本研究の結果から、効果的だと考えられる観光地の推薦

例を述べる。ここでは、観光スタイル「家族を気にする」

人が観光テーマ「公園でゆっくり過ごす」、「歴史を知る」

を持ちやすく、それぞれの観光テーマで選択されやすい観

光地を持つという関係を一例として述べる。まず、口コミ

の分析やアンケートからある観光客の情報として観光ス

タイルが「家族を気にする」、選択観光地が「青い池」と

いう情報を得られたとする。この時、研究結果からこの観

光客は「公園でゆっくり過ごす」ことを観光テーマとして

「青い池」を訪れたことが予測できる。そして、この観光

スタイルを持つ人は「歴史を知る」というテーマも持つ可

能性が高いことが研究結果から考えられる。よって、この

観光客には、「歴史をテーマとして子供さんと博物館網走

監獄にてその歴史を学ぶ」といった観光を提案できると考

えられる。このように、本研究の結果と口コミやアンケー

トから得られる情報を基に効果的な観光地推薦案を考え

ることができる。 

7. 結論と今後の課題 

本研究は観光客の詳細理解と、効果的なマーケティング

施策の策定に貢献することを目的として、LDA 手法によ

って観光スタイル、観光テーマの抽出を行い、それらと選

択観光地の関係を、ベイジアンネットワークを用いて明ら

かにした。その結果、LDA 手法による要因抽出の有効性

を示すことができ、関係分析の結果から観光スタイルとい

う観光客属性を考慮した効果的な観光地推薦例を提案す

ることができた。 

今後の課題は、LDA 手法による観光テーマ、観光スタ

イルの抽出精度の向上と、観光スタイルと心理的属性の関

係分析が考えられる。現状の方法でも上記要因の抽出が行

えてはいるが、実際の文章と抽出結果を見た時に正しいと

言えない結果も少々見られた。よって、この改善を行う必

要がある。そして、口コミから観光客の心理的属性を考察

するために、今回得られたような観光スタイルと心理的属

性の関係を分析することが求められる。 
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